

























































































































































































































































































































































































窯業という会社の社長です。山東窯業と言、っと、昔 日本陶器と名古屋陶器と二つあったうちの名古屋陶器系で、松坂屋の伊藤次郎左衛門の出資で青島の問方というところで耐火煉瓦の立派なのを作っていた。その社長が自分の息子が日本から一民るから 緒に来いと呼んでくれた。それで波りま 、中国というところがいかに汚い厳しい ころか いうのが、青島に行って初めて分かりました。
人というのはすぐパッパッとやる口それを見て、
「東洋のナポリ」青島は遠くから見るときれいな町だけど、































































島から帰ってきて、怖くて河合塾 入って、もう一一月に試験ですからね。これはえらいことだ、同文書院というのは思 たよりごっつい学校だなと それでそこへ辿 て．生懸命勉強した。私は小学の
.. 年の頃か

































































になったような気分ですね。受ける度に三高が受かると言う 、悠々として東京をエンジョイし 、ささやかな一高生気分を味わった。それで今度県費生をや てみた口中学は終わっちゃったから、もう級
Jhk
、
副級長をやれるはずが い。その時の四五人みんなが級長 副級長 見えた。これで俺受かるかな、点数だけじゃだめ と受けたら、今度は合格した。束京へ帰った時に合怖の通知があったの 、 と 受験仲間に「一二古川受かるということになると、県貸住受かっちゃ よ。どうしようかな」と言ったら怒られた。そんなことでゴタゴタ言わず早く刈谷に帰れ」。その一喝で同文書院というのはそれほど難しい学校か、
し、











































































































































うが、私が一番驚いたのは同文書院の学校の門を入った時です 言うのは 交通大学という大学のあとを借りていた けですが、亦門の小に入るとお消の匂 プンプンして、州中
I荒くれた先前諸氏が、私なんか










































































組）を虹日マーケットと こ で、どんなも 食べ るんだろう 思 て食べたら、とてもじゃないけど食えたもんじゃない。ギラギラの脂が浮いてて。まあお金を出 た以上食ぺちゃいましたけどね。向こうの親父が、学生服を祈たやつがよくこん ものを食いよるなというような頗をして見 た。そんなレベ












アヘンがくっついているような。その弟分が大叶一作（ダスカ）と う有名な、歓楽街をビルにしたようなところを作った。もう一つ新世界（シスカ）という もある＝そこへ行くといわゆる昆劇とか越劇と いうのをやっていて、
中川一請がうまかったらこいつが分かるかなと思って敢えてはたことがありますが、
これが分
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追っかけるわけです。追っかけて杭林まで行ったら、
晩泊まっただけで反転だと．パう。






























































































かったわけです。それがよく生きていた。それで帰りの、今度は上海へ行く時に、何と同文書院生の語学力が日われてしまった 軍隊の設件をやれと。泊まるところ、泊まる ころ お前が交渉して泊まれるように凹
OM
ぐらい歩いて、今日は へ宿営となって、しゃべっても、分かってくれたのかくれないのか分から




































































































やっと追いついたと思 ら逃げていった。ということは遊んでるわけ 。我々めがけてパタパタや 、遊んだあげくに逃げていく。
それぐらい戦況は我に非だった。
軍隊に行く時、ああもうあかんなと思った。私は商船学校を狙っていた時代があったので、郵船や商船の



































































































で行った。途中で馬を返しちゃったからトラックで。そうしたら蒋介石が「以徳報怨」。徳を以て怨みに報いる。日本人というのは恨め だけれども ここ 徳政をしくと布行 。それが効いて上海は忠つ












も身の保養をし 。そ したら本間学長が突如現 て、
お前らはすぐ
「ぃ父通大学が学校を返せと．一パうから、
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